
は
の
明
を
挙
げ
て
ま
い
り
た
い
と
存
一

M
qれ
れ
錦
町
一
釘
れ
日
消
目
前
事
請
建
主
一
六
平
円
一
老
人
花
壇
づ
く
り
一
%
軒
一
ひ
っ
か
か
っ
た
た
と
糸
は

1
1
ι
市
道
の
整
備
、
バ
イ
パ
ス
霊
一
重
点
的
、
効
率
的
高
重
警
告
一
奇
襲
量
消
防
事
務
組
合
負
一
中
央
公
民
館
で
は
、
高
齢
者
教
室
を
一
危
険
で
す
か
ら
さ
わ
ら
な
い
で
ぐ
だ

を
含
め
た
国
・
県
道
整
備
の
推
進
、
旦
豊
か
な
生
活
基
盤
、
つ
く
り
、
福
祉
の
充
一
担
金
な
ど
一
開
い
て
、
お
と
し
よ
り
の
基
生
活
に
一
さ
い
。

川
を
は
じ
め
と
し
た
治
水
事
業
の
促
進
一
実
な
ど
に
最
蓄
を
尽
く
す
た
め
、
五
教
詰
資
金
貸

m
i齢
幹
四
一
役
立
つ
蓄
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
一
四
国
電
力
犬
訓
営
業
所

住
宅
の
建
設
、
公
園
、
下
水
等
の
整
備
十
諸
施
策
を
行
っ
て
い
霊
す
。
ナ

1
1
1
1
1
1
1
1
1
-一
+
一
月
二
±
日
午
前
中
、
市
民
会
館
一

を
図
り
、
潤
い
の
あ
る
、
し
か
も
住
み
一
福
祉
増
進
対
策
の
う
え
か
ら
、
豆
町
一
計
十
問

m
m
m
す
の
量
約
一
一
百
平
方
メ
ー
ト
ル
喜
一
相
談
ご
と
案
内

よ
~
ま
ち
内
く
り
に
献
身
努
力
レ
、
も
一
福
祉
、
児
童
福
祉
事
業
費
、
南
久
米
保
一
千
一
一

ι
n
h
札
礼
ニ
人
花
壇
に
し
て
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
花
一

リ
U
皆
様
方
の
ご
期
待
に
応
え
て
ま
い
十
育
所
設
備
整
備
費
の
主
。
一
靴
ヌ
ム
山

m
竺
を
育
て
市
民
の
い
こ
い
の
場
に
し
ょ
一
交
通
事
故
相
警

っ
こ

2
0一
。

一

農

業

生

際

基

盤

の

拡

大

量

る

た

め

一

額

(
E
l
l
-言
、
当
日
出
席
し
た
学
級
生
た
ち
約
一
と
き

1
月

昔

話

t
m時

;

:

!

:

一

国

営

総

合

農

地

開

発

事

業

の

童

。

一

算

一

正

額

一

ω
泊
三
四
+
人
が
、
荒
れ
地
の
が
れ
き
な
ど
を
一

P

1

月

初

日

ヂ

一

ど

う

か

旧

に

倍

し

ま

‘

支

援

一

一

一

I
1一

6
一

一

一

一

一

事

の

整

備

を

は

じ

め

寓

士

山

量

一

予

↑

一

o
h

仏
仏
土
手
ぎ
わ
よ
く
取
り
除
き
、
幸
運
ん
だ
一
と
と
ろ
市
役
所
第
一
会
議
室

一

ご

協

力

を

賜

り

ま

す

よ

う

お

願

い

で

一

の

整

備

。

一

正

一

帯

J

9

一

一

一

一

一

一

日

一

精

匡

2

2

一
一
り
、
造
園
づ
く
り
に
励
み
ま
し
た
。
一
人
権
相
談
回

一

上

げ

ま

す

。

一

奨

学

資

金

貸

与

基

金

を

設

置

し

て

、

一

補

7
1一
一

一

一

が
と
承
知
の
よ
う
に
地
方
面
望
号
、
い
よ
い
よ
着
工
の
段
一
い
主
で
あ
り
ま
す
。
一
終
わ
り
に
宮
、
新
し
い
年
が
皆
様
言
学
制
度
の
充
実
を
は
か
る
。
一
附
一

i
z
m旦
一

て

結

晶

立

ぺ

料

品

一

μと
計

初

日

会

鮮

日

町

内

部

わ

れ

刊

誌

耳

切

回

目

的

主

計

五

社

立

川

口

元

町

長

一

一

訴

訟

昨

日

吉

一

十

四

諮

問

1
5千
八
亘
一
十
四
一
「
荒
川
町
山
一
一
ぷ
齢
者
数
室
は
文
化
財
め
ぐ
り
を
は
子
品
開
雲
事
務
室

一
署
地
震
道
議
事
業
、
農
村
総
合
豊
富
る
一
方
、
言
霊
び
に
基
一
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
す
八
干
円
累
計
は
、
四
十
一
一
億
卒
二
吐
刊

2
1
γ
め
楽
し
い
学
撃
し
て
い
ま
す
。
参
一
と
き

1
月
6
日
日
時

t
m時

大

州

市

も

そ

の

例

外

で

一

備

モ

デ

ル

霊

;

関

係

者

の

一

教

育

襲

崎

直

古

い

1
i
i
E吾川
口

れ

も

の

は

次

一

一

制

一

堂

給

計

一

理

ど

に

つ

い

て

詰

雲

民

館

へ

お

ご

1
月
山
日

F

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

私

は

一

ご

理

解

を

得

て

こ

れ

を

強

力

に

推

進

し

一

一

一

一

4
一

一

博

事

ニ

笥

之

コ

わ

せ

く

ピ

さ

ハ

。

一

一

二

一

一

一

一

不

退

転

の

決

そ

っ

て

一

農

業

量

豊

富

っ

て

い

き

た

い

一

育

英

警

T
基

金

の

設

置

決

ま

る

一

の

計

で

す

一

一

、

O
一ニ四千

L

劃
町
劃
川
引
r
i
l
-
-
7
1
2
9

一

一

一

一

二

、

う

目

立

守

ま

し

て

お

め

で

と

一

昌

吉

正

日

開

誌

が

護

に

対

応

し

た

商

工

一

十

二

月

定

例

市

議

会

一

韓

日

以

ホ

l
ム

霊

料

一

潤

い

の

あ

る

一

と

と

ろ

師

自

民

間

司

会

福

一
一
三
一

Y
一

昨

年

は

、

最

近

に

な

い

不

況

の

下

で

一

す

。

一

美

当

市

の

程

を

生

か

し

た

舷

カ

あ

一

十

二

月

定

聖

書

、

十

一

一

月

十

一

議

案

説

明

一

衛

生

費

一

O
、
0
0
0千
円

一

市

政

の

推

進

に

協

力

一

号

諸

口

8
時
半
i
口
時

圃

，

一

一

五

日

開

会

、

八

日

間

の

会

号

、

福

祉

一

本

年

は

、

園

、

地

方

を

通

じ

ま

レ

て

一

大

洲

喜

多

衛

生

事

務

組

合

負

担

金

一

一

た

だ

し

、

土

曜

日

8
時

金

す

一

嗣

4
一

一

対

策

事

業

費

や

富

士

山

公

開

審

理

一

径

語

、

更

に

は

財

政

的

に

多

難

な

主

主

一

大

洲

市

区

長

会

会

長

平

塚

千

秋

一

ア

善

春

、

日

曜

、

一一一一一一一一

a‘4
一

一

ど

二

億

二

干

八

百

二

十

四

万

八

千

円

の

一

で

あ

り

ま

レ

た

。

一

農

産

業

費

一

-

一

祝

日

は

休

み

ま

す

。

=

=

二

二

.

一

一

一

般

会

計

補

事

実

奨

学

資

金

貸

与

一

地

方

財

政

は

、

経

済

の

急

激

な

落

上

一

二

、

三

五

李

円

一

昭

和

主

十

一

年

の

新

年

を

迎

え

る

に

一

昨

今

の

社

会

情

勢

は

誠

に

厳

し

い

止

と

と

ろ

市

福

祉

事

務

所

一
一
一
三

γ一
言

例

の

制

定

員

民

健

康

保

襲

一

去

に

よ

り

君

主

宣

車

山

霊

整

備

事

業

工

事

喜

一

あ

た

り

、

区

長

会

主

し

、

謹

ん

で

す

が

あ

り

ま

す

が

、

私

書

民

の

幸

ず

相

普

一

一

一

一

一

一

一

一

喝

，

一

一

例

の

一

重

苦

ど

三

士

一

議

案

議

一

ど

に

よ

り

極

め

て

厳

レ

い

も

の

が

あ

工

費

、

農

業

土

木

農

地

整

備

事

業

亘

書

の

お

語

を

申

し

上

げ

ま

す

。

一

と

、

豊

か

で

棋

の

あ

る

大

洲

市

皇

と

き

毎

日

9
時
i
m時

一

一

一

一

一

一

一

一

彦

九

一

一

案

ど

お

り

可

決

、

請

願

、

陳

情

な

ど

必

一

地

方

財

政

の

危

機

在

ば

れ

て

お

り

主

助

金

、

し

い

た

け

生

産

施

設

整

備

一

皆

様

お

揃

い

で

よ

き

年

を

お

迎

え

の

官

事

、

情

熱

と

誠

意

を

も

っ

て

、

一

た

だ

し

、

月

警

は

休

み

一

一

一

一

一

一

一

一

院

国

一

一

要

な

決

定

を

し

て

十

二

月

一

壬

百

閉

一

す

。

一

筆

頭

金

な

ど

一

乙

と

と

必

か

ら

お

喜

び

申

し

上

げ

ま

す

一

心

新

た

に

市

行

政

の

推

進

に

協

力

す

三

一
一
一
=
一
二

a司
一

一

会

し

ま

レ

た

o

一
し
か
し
な
が
ら
、
い
か
に
困
難
な
旦
土
木
費
三
三
、
九
O
O千
円
一
四
年
臣
、
議
長
左
理
解
と
一
主
に
各
地
域
の
諮
問
題
に
も
真
剣
と
と
と
ろ
市
民
会
館

広

一

》

一

一

も

時

間

供

出

…

川

町

出

民

間

一

由

民

間

前

…

諮

問

時

半

開

出

向

け

れ

ゴ

産

諸

島

田

平

日

時

一

F
d一
一

で

ど

っ

て

お

り

ま

す

こ

と

は

、

み

な

さ

ま

一

ご

善

男

を

よ

ろ

し

く

お

願

い

旦

と

と

ろ

宅

地

建

物

取

引

喜

一一三一

=
e一
一

筆

象

警

襲

警

多

岳

山

首

位

向

一

見

書

の

言

語

古

川

市

l

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

可

一

一

市

民

生

活

の

安

定

と

「

uHEw-し
ま
円
い
て
源
で
す
一

一

h

a

‘
畠
乙
F
I
'

一

b

一

電

線

の

近

く

で

の

た

士

-

布

長

乙

一

一

一

口

同

止

乃

句

上

こ

努

力

一

と

も

幾

多

の

困

難

と

重

要

問

題

が

山

積

一

言

l

一

一

う

T
与

f
Gピ
ド

一

l
J
2ゴ
ノ

τて
い
ま
す
。
私
ど
も
は
、
こ
れ
ら
の
一
回
」
あ
げ
は
危
険
で
す
=
ど
協
力
く
だ
さ
い
。
一

一

大

洲

市

議

会

議

長

米

沢

忠

重

苦

問

題

を

一

つ

三

解

決

レ

、

関

係

機

一

「

l
l
1
1
1
1
L

一

一

関

の

施

策

高

ま

っ

て

、

最

大

の

効

果

一

子

ど

も

は

風

の

子

、

冷

た

い

風

の

?

引

羽

刈

司

消

一

除

機

麟

膨

F
一
七
日
月
以
訪
れ
は
均
一
明
日
駐
日
九
日
川
口
町
時
計
一
諮
問
日
刊
努
力
す
る
責
務

Z甘
み

訪

れ

結

ぼ

れ

れ

品

目

U
U

快

眠

似

一

愛

護

婦

一

…

m

一
機
醗
輔
鱒
舗
醸
贈
翻
舗
醐
F

一
清
福
と
と
繁
栄
申
告
、
、
心
か
ら
お
祈
り
申
一
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
一
昭
和
五
十
一
年
乙
そ
は
、
本
市
の
よ
一
げ
は
危
険
で
す
か
ら
注
意
し
た
い
も

2

E

p

f

r

扇
開
鴻
繍
議
繍
鱒
蕗
斡
U
U

一
し
上
げ
ま
す
o

一
顧
み
ま
す
れ
ば
、
昭
和
二
十
九
年
市
一
り
い
っ
そ
う
の
躍
進
の
年
と
し
て
、
豆
で
す
。
一

1
月
1
日
中
央
病
院

τ離
較
ぬ
久
)
齢
軒
齢
麟
酬
明
一
わ
た
く
し
は
、
一
昨
年
十
月
は
か
ら
一
制
施
行
以
来
一
壬
一
年
目
を
迎
え
市
執
一
大
の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
一

O

電
申
告
た
と
が
ひ
っ
か
か
っ
た
と

7

2日
ヂ

一

.d麟
轍
麟
鰻
繍
轍
麟
糟
一
ず
も
議
長
の
要
職
に
つ
き
、
そ
の
重
責
一
行
機
関
は
も
と
よ
り
、
市
議
会
に
お
い
一
す
の
で
、
何
と
ぞ
倍
旧
の
ご
指
導
と
三
き
は
、
近
く
の
四
国
電
力
営
業
所
へ
一

F

3
日

砕

一

4
轟
綴
鰯
閤
瀦
嘘
司
一
を
痛
感
し
な
が
ら
微
力
を
つ
く
し
、
同
一
て
も
市
民
の
福
祉
の
向
上
を
同
的
と
し
ベ
ん
た
つ
を
必
よ
り
お
願
い
申
し
あ
げ
一
連
絡
レ
て
く
だ
さ
い
。
一

9

4
日

ヂ

一
昭
和
五
十
一
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
一
滑
な
議
会
の
運
営
と
市
政
の
伸
展
を
期
一
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た

o
u

一

ま

す

。

一

O

ひ
っ
か
か
っ
た
た
こ
を
取
り
は
Z

9

日
白

9

一
大
州
市
議
会
を
代
表
し
て
、
謹
ん
で
新
一
し
て
、
誠
、
心
誠
意
努
力
を
傾
注
し
て
ま
一
日
近
年
に
お
殴
る
当
市
は
、
社
会
経
済
一
年
頭
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ま
の
と
健
一
す
た
め
、
電
柱
に
は
絶
対
に
の
ぼ
ら
一
9

日
日

一
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
い
っ
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
一
の
不
況
の
中
古
農
業
を
基
本
と
し
た
一
康
と
と
多
幸
を
祈
り
、
い
さ
さ
か
旦
な
い
で
く
だ
さ
い
。
一

p
m目
ヂ

一
市
民
の
み
な
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
一
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
大
過
な
く
冨
工
一
体
都
市
と
レ
て
、
密
度
へ
の
足
一
感
を
述
べ
て
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
一

O

竹
や
棒
な
ど
で
、
電
線
に
ひ
っ
か
一

w

お
日

一
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
越
年
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
れ
一
が
か
り
を
得
て
、
隆
盛
へ
の
み
ち
を
た
一
す
。
一
か
っ
た
た
と
を
取
り
は
ず
す
の
は
危
一
診
療
時
間

市の人口 02月1日)

人口 38，521人
男 18，348人女

世帯数 10，511世帯
面積 240.93平方キロメートル

発行大洲市役所

編集企画広報課

昭和 51年 1月第 238号

4期
5期窓会:~~:男:タ熱繋;き

。20，173人

よ
り
豊
か
な
住
み
よ
い

つ
く

り

を

推

進

ち
ま

大

洲

市

長

村

上

清

士
口

④
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が

行

わ

れ

た

大

洲

新

谷

地

区

で

は

、

共

一

し

て

、

そ

の

効

果

を

市

内

会

頭

に

及

ぼ

な

ど

、

た

く

さ

ん

の

意

見

や

要

望

が

同

育

問

施

設

、

田

植

機

、

ト

ラ

ク

タ

ー

一

す

と

と

に

よ

っ

て

、

野

菜

、

田

市

府

、

玄

閏

あ

り

ま

し

た

。

コ

ン

バ

イ

ン

、

ラ

イ

ス

セ

ン

タ

ー

体

系

一

彦

な

ど

す

べ

て

の

重

点

作

自

の

団

地

づ

結

局

、

消

費

者

は

、

そ

の

唐

と

信

用

に

よ

り

今

ま

で

十

ア

ー

ル

当

た

り

百

四

一

く

り

と

、

組

織

化

を

進

め

る

必

要

が

あ

一

信

頼

に

よ

っ

て

買

い

物

を

し

て

い

る

。

時

間

だ

っ

た

労

力

が

約

三

十

時

間

と

な

一

り

ま

す

。

一

経

営

者

は

、

庖

の

改

造

な

ど

は

、

資

り

、

ま

た

、

養

蚕

も

下

新

谷

地

区

に

市

一

こ

の

た

め

に

、

将

来

は

農

協

を

中

必

一

金

面

で

問

題

点

は

あ

る

が

、

こ

の

懇

談

営

の

経

営

実

験

園

田

場

を

設

け

る

な

ど

の

一

と

し

て

麗

業

管

理

セ

ッ

タ

ー

を

設

け

る

一

会

で

の

意

見

ゃ

、

要

望

な

ど

を

参

考

に

対

策

室

め

、

芸

、

雲

機

の

開

発

一

乙

と

か

計

画

さ

れ

て

い

ま

す

。

乙

れ

は

大

裂

は

、

鎌

倉

末

期

の

元

弘

元

の

天

主

閣

は

明

治

初

期

に

取

り

壊

さ

一

し

て

、

大

洲

市

商

事

発

展

の

た

め

に

「
新
レ
い
墨
討
を
中
心
と
す
る
豊
か
一
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
一
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
れ
に
よ
っ
て
中
山
一
に
努
力
す
る
ほ
か
、
製
糸
工
場
室
百
め
一
地
印
刷
会
誌
の
由
開
業
経
営
の
頭
脳
と
し
て
年
〈
一
三
三
一
)
に
宇
都
宮
豊
一
畏
川
、
れ
ま
し
た
が
、
本
丸
に
台
所
穐
高
一
も
で
き
る
だ
け
の
サ
l
ピ
ス
の
向
上
に

な
地
域
づ
く
り
」
は
、
昭
和
四
十
年
以
一
第
一
の
舞
台
づ
く
り
で
は
、
ま
ず
平
た
一
間
壊
の
各
集
落
語
ぶ
環
状
幹
線
ル
一
た
吾
作
業
に
よ
る
経
営
安
定
を
め
ざ
す
働
き
を
す
る
も
の
で
、
と
れ
が
実
現
こ
と
に
警
構
え
て
か
ら
城
署
整
語
、
二
の
丸
の
肱
川
端
季
語
、
一
努
め
る
と
い
う
こ
と
で
懇
談
会
は
若

手

一

来

一

貫

レ

て

進

め

て

き

た

農

業

対

策

の

一

ん

聾

出

向

と

し

て

、

大

洲

新

谷

地

区

約

丁

ト

が

完

成

し

ま

す

。

一

し

て

い

ま

す

。

一

す

る

と

、

霊

園

一

室

び

地

簡

の

生

産

侃

え

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

そ

の

後

、

三

の

丸

に

南

隅

一

階

の

四

櫓

が

あ

っ

て

、

一

り

ま

し

た

。

μ
一

目

標

で

す

。

一

四

百

ヘ

ク

タ

ー

ル

の

農

地

整

備

事

業

一

乙

の

骨

組

み

を

忠

と

し

て

、

本

年

一

ま

た

年

産

+

万

頭

出

荷

を

目

標

と

す

一

通

計

画

、

事

予

測

、

分

析

、

生

産

自

民

大

野

、

一

戸

田

、

藤

堂

、

脇

坂

、

加

藤

共

に

重

要

文

化

財

に

指

定

さ

れ

て

い

一

寸

l
i
l
l
l
i
-
-
i一

;

一

対

策

の

第

一

は

、

美

し

い

自

然

と

古

一

費

六

億

抗

千

万

円

)

が

完

了

し

、

富

士

一

度

か

ら

い

よ

い

よ

国

営

総

合

需

品

開

発

一

る

養

豚

団

地

の

造

成

は

、

平

豚

生

座

、

一

材

、

農

業

関

連

牛

一

建

物

の

餓

内

霊

一

一

、

氏

と

た

び

た

び

城

主

か

か

わ

り

ま

し

ま

す

。

ま

た

、

二

の

丸

に

御

貯

蔵

(

一

一

一

日
一
い
伝
統
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
地
域
の
良
さ
一
山
士
新
谷
地
区
約
百
二
十
ヘ
ク
タ

i
一

事

業

主

轟

百

五

十

三

僚

円

)

が

着

一

器

、

加

工

一

産

制

を

目

標

と

し

て

一

市

場

情

報

の

集

中

毒

な

ど

が

コ

ツ

ピ

た

o

加

藤

氏

は

加

藤

貞

泰

が

、

江

戸

お

た

く

わ

え

ぐ

ら

)

が

あ

っ

て

当

時

二

た

ば

こ

は

一

市

す

ま

レ

な

が

ら

、

抜

本

聖

書

撃

す

の

農

里

成

(

事

業

費

約

七

億

七

千

一

手

さ

れ

、

市

内

で

は

新

し

く

六

百

一

一

へ

王

寺

、

こ

れ

が

完

成

す

れ

ば

、

モ

ー

タ

ー

に

よ

っ

て

王

的

に

行

え

る

初

期

の

元

和

三

年

(

一

六

一

七

)

大

を

し

の

ば

せ

て

い

ま

す

。

一

一

十

昭
一
備
な
と
、
思
い
切
っ
た
農
業
開
発
を
進
一
方
円
)
が
完
了
の
段
階
に
あ
り
、
現
在
一
ク
タ

1ル
の

農

地

可

露

、

二

百

五

十

へ

一

育

器

阻

ま

で

の

害

額

は

約

主

+

憶

円

一

乙

と

と

な

り

、

そ

れ

は

多

く

の

人

々

が

洲

城

主

と

な

り

、

そ

れ

以

後

明

治

回

大

州

城

は

ま

た

の

名

を

地

蔵

ケ

岳

二

市

内

で

一

一
め
る
も
の
で
、
い
わ
ば
、
新
し
い
嬰
朱
実
施
中
の
農
村
総
合
整
備
(
事
業
費
約
一
ク
タ
l
ル

の

窮

地

整

備

、

か

ん

が

い

抱

一

に

上

る

見

込

み

で

す

。

と

れ

に

伴

っ

て

一

そ

れ

ぞ

れ

に

菌

室

藷

世

間

を

行

い

な

が

ら

年

(

一

八

七

一

)

の

廃

警

号

、

十

城

、

亀

の

城

、

古

く

は

大

津

城

と

も

一

一

一

一
へ
の
舞
台
づ
く
り
で
す
。
一
士
一
雇
五
千
方
円
)
な
ど
の
重
点
事
業
吾
、
農
道
網
村
山
白
河
摘
す
る
全
〈
新
レ
い
一
排
出
さ
れ
る
ふ
ん
尿
ぱ
堆
用
化
格
設
を
一
地
域
会
床
と
し
て
は
、
一
一
同
の
農
家
が
四
代
約
二
百
五
十
年
間
続
き
ま
レ
た
。
い
わ
れ
ま
し
た
o

域

の

本

丸

か

ら

の

士

買

い

ま

し

ょ

う

一

一

第

二

は

、

こ

れ

ら

の

舞

台

の

上

に

能

一

を

中

心

と

し

て

、

全

く

新

し

い

地

域

と

↑

農

業

地

餓

づ

く

り

が

推

進

さ

れ

ま

す

。

一

経

て

市

内

会

域

の

由

民

地

に

還

元

し

、

互

い

く

つ

か

の

重

点

何

回

に

よ

る

複

合

経

城

は

天

然

の

要

害

を

う

ま

く

利

用

眺

め

は

す

ば

ら

し

く

、

富

士

山

、

神

一

一

一

ヲ
一
率
の
高
い
近
代
農
業
経
営
を
つ
く
る
こ
一
じ
て
生
ま
れ
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
一
巾
と
し
て
は
、
以
上
の
基
幹
事
業
の
一
ぴ
農
業
止
産
に
寄
与
す
る
計
一
回
で
す
。
一
営
を
待
っ
て
い
る
の
と
同
様
の
体
制
と
し
外
堀
、
内
畑
、
肱
川
等
を
周
囲
に
南
山
、
感
応
寺
山
、
大
洲
盆
地
、
市
ヤ

l
I
l
l
i
-
-
-
i
L

轍

一

と
o

第

三

は

こ

れ

に

伴

う

余

剰

労

喜

一

ま

た

中

山

間

地

域

で

は

、

森

山

吉

一

推

進

を

図

り

な

が

ら

、

更

に

そ

の

効

果

一

喜

開

発

に

伴

い

造

成

さ

れ

る

建

一

な

あ

親

子

。

め

ぐ

ら

し

た

平

臨

む

ら

や

ま

じ

街

地

、

そ

れ

に

肱

川

の

薬

草

下

一

電

話

の

マ

ナ

i

帯
広
筈
の
な
い
工
業
や
商
業
の
霊
長
一
川
、
梅
望
号
西
大
賀
、
そ
し
て
一
を
拡
大
す
る
裂
を
進
め
る
計
画
で
、
一
で
は
B

妻

、

茶

、

た

ば

こ

、

な

じ

竺

ま

た

聖

書

の

震

に

よ

っ

て

、

ょ

う

)

で

規

模

は

大

き

く

な

い

が

よ

ろ

し

て

市

内

随

一

の

景

観

点

差

一

一
び
つ
け
る
こ
と
o

第

四

に

は

こ

れ

ら

の

一

高

山

、

上

須

望

号

会

喜

に

室

事

レ

い

農

業

の

た

め

の

舞

台

つ

く

り

は

一

言

心

と

す

る

国

づ

ぐ

り

が

計

画

さ

下

一

望

号

、

書

室

も

そ

の

霊

長

っ

た

城

郭

で

レ

た

。

自

四

重

し

よ

う

。

一

七

か

条

1

一
経
済
対
僚
と
併
行
レ
て
、
生
活
環
境
豆
大
洲
南
部
富
農
道
告
書
約
三
十
一
今
後
の
数
年
間
で
完
成
へ
の
時
期
を
迎
一
れ
て
い
ま
す
が
、
開
盗
事
業
の
警
と
一
条
件
が
併
せ
て
整
備
さ
れ
柔
県
と
な

1

1

1

1

1

1

1

1

1

I

1

1

1

1

1

1

1

1

リ

一

一
均
一
穂
一
備
す
る
な
ど
の
対
策
を
相
互
に
関
連
一
一
億
円
)
が
実
施
中
で
、
言
、
乙
れ
一
え
る
と
と
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
一
と
も
に
参
加
農
家
の
か
た
が
た
と
協
議
一
る
で
し
ょ
う
。
工
場
誘
致
は
す
で
に
松
一
同
室
一
一
四
、
作
品
の
締
め
切
り
一
市
営
住
宅

w
大
洲
鉄
砲
町
一
①

i
件
を
ま
と
め
て
か
ら
ダ
イ
ヤ
ル

謹
一
さ
せ
な
が
ら
総
合
的
に
進
め
て
き
ま
レ
一
に
引
き
続
い
て
八
多
喜
か
ら
東
宇
山
、
一
第
二
の
経
営
対
君
、
き
び
し
い
経
一
し
な
さ
高
地
ご
と
の
経
営
計
画
を
一
下
一
喜
子
工
業
な
ど
が
雰
現
し
て
い
ま
一
回
に
達
し
た
王
者
え
ら
れ
更
す
。
乙
れ
一
今
回
の
成
人
式
該
当
者
は
昭
和
一
一
王
昭
和
五
十
一
年
一
月
士
ハ
日
一
官
主
山
公
園
一
を

J
7
0

一
刑
府
棄
を
経
て
藤
崎
有
久
保
か
ら
内
一
済
情
勢
の
中
で
多
く
の
困
難
が
あ
り
ま
一
進
め
る
と
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
一
す
が
、
以
上
の
よ
う
な
慢
世
帯
対
策
に
伴
十
か
ら
の
+
年
は
、
ま
さ
に
頂
上
へ
の
ち
一
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
士
一
月
三
十
一
王
、
賞
一
運
動
公
園

N

平
野
町
一
電
話
の
そ
ば
に
は
メ
モ
の
用
意
を

一
以
来
十
か
年
を
経
ま
し
た
が
、
関
係
一
子
町
に
至
る
北
部
広
域
曲
目
道
の
計
聞
か
一
す
が
、
新
し
い
経
営
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
一
っ
て
新
し
く
約
二
十
憶
円
の
生
時
村
山
摺
一
ゥ
て
更
に
そ
の
草
川
村
山
階
一
周
さ
れ
よ
う
一
ょ
う
戦
の
時
期
と
い
わ
ね
ば
な
り
豆
巳
一
円
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
原
則
と
し
一
カ
一
フ
I
、
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
部
そ
一
稲
荷
山
会
園

H

新
谷
一
②
ペ
ル
が
鳴
っ
た
ら
す
ぐ
名
の
り
ま

》

一

g
E回
目

E
富
田
園
署
吾
富
岡
目
周
囲
回

z
i
i日呂田
Z
E
E
-
E
E国
国
国
自

E

一
り
ま
す
。
例
え
ば
、
第
二
次
豊
唱
壇
思
一
加
す
る
見
込
み
と
な
り
ま
す
。
一
と
し
て
い
ま
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に洲市の財政
~， 559千円 歳入1，710，549千円 歳出1，474，737千円

(歳出)予算額口執行額 函 (単位千円)

農林水 I_~~". 1 . . _.1 ".._L_ 1 ... ~_".. 1災害
債11款別|議会費|総務費i民生費l衛生費|労働費1:::1商工費|土木費|消防費!教育費1:._:1公債費産業費1.-.~~ 1 ~.. ~， 1 .. ....~， 1 "~.. ~， 1復旧費

)，791 1377，471 11.372，2571111，697 1 34，2侃 1498，843 1 71，730 1610，179 1 56，778 1573，437 1 49，375 1262，658 1 44，700 1 10，ω5 

146，131 1441，576 1 47，774 1 1川町 192，667 1 32，872 11回，1391 32，352 1 292，026 1 6，677 1131，083 1 44，700 

多小学J守体育館

主備事業

リ予算和子状況
自 ."50年4月1日
至昭和50年9月初日

一般会計(歳出)

市営住宅建設事業

区
分

ト)

事

業

の

概

要

{ごi

経

理

の

状

況

特別会計の状況

至自 昭和50年49月月 1日
昭和50年 30日

国民健康保険 と 畜 場
予算現額 1，004，258千円 予算現額 1，552千円

収入済額 321，344 収入済額 112 

支出済額 320，025 支出済額 558 

差 百| 1，319 差 51 ム 446

国保診療所 温 泉

予算現額 40，849千円 予算現額 2，602千円

収入済額 4，460 収入済額 433 

支出済額 20，036 支出済額 1，778 

差 51 ム 15，576 差 51 ム1，345

簡易水道 交通傷害保障

予算現額 15，421千円 予算現額 5，475千円

収入済額 3，105 収入済額 4，954 

支出済額 11，063 支出済額 4，771 

差 51 ム 7，958 差 百i 183 

ブルドーザー 土地取得造成
予算現額 5，412千円 予算現額 9.306千円

収入済額 1，967 収入済額 。
支出済額 1，625 支出済額 1，428 

差 百| 342 差 51 ム 1，428

住宅改修資金貸付事業ー
予算現額 25，191千円

収入済額 3，817 

支出済額 13，462 

差 51 ム 9，645 

事業 4企』
~ 計の状況

水道事業会計 工業用水道事業会計

(1)給水戸数 6，494戸 (1)給水事業所数

(2)総配水量 1工場

1，350，062m (2)総配水量

うち有収水量 32，061m 

1，046，298m うち有収水量

有収率 77.5% 31，417m 

(3) 1日平均配水量 有収率 98.0%

7 ，377m (3) 1日平均配水量

うち有収水量 175m 

5，717m うち有収水量

(4)職 員 数 9人 172m 

事務吏員 5人 (4)職員数

技術吏員 3人 上水道事業職員

その他の職員 1人 兼務

項 目 金額 項 目 金額

千円 千円

総収益 34，994 総収益 1，867 
f員
営業収益 34，871 

損
営業収益 1，857 

益 営業外収益 123 益 営業外収益 10 

言十 総費用 29，838 言十 総費用 854 

算
営業費用 24，478 

算
営業費用 403 

営業外費用 5，360 営業外費用 451 
三E盆ヨ

当期純利益 5，156 
書
当期純利益 1，013 

千円 千円

資 資本的収入 。資 資本的収λ 。
本 本

的 的
資本的支出資本的支出 6，967 。

収
建設改良費 4，553 

~X 

支 企業債償還金 2，414 支

自昭和50年4月1日
至昭和50年9月30日

国民宿舎事業会計 病院事業会計

(1)収容能力 (1病床数 170床

宿 泊 110人 (2)診療科

休 憩 200人
内科、外科、整形外科
産婦人科、皮ふ泌尿

(2)職員数 l人 器科、理学診療科

事務吏員 1人
眼科(休診中)

耳鼻咽喉科(休診中)
(3)利用者数 (3)職員数 90人

付)宿泊利用者 医師8人、看護婦51人

7，943人
医療技術員 9人
事務職員 12人

帥休憩利用者 その他の職員 10人

6，847人 (4)患者数及び診療収入

付入浴利用者

29，595人
外延患者数 38.010人
来診療収入 91.804千円
入延患者数 30.205人
院診療収入 221.432千円
その他の医理収入 4.396千円
合 言十 317.632千円

項 目 金額 工頁 目 金額

千円 千円

総収益 41，529 総収益 318，783 
損
営業収益 41，441 損 医業収益 317，632 

益 営業外収益 88 益 医業外収益 1，151 

計 総費用 31，784 計 総費用 267，082 

算
営業費用 30，849 

算
医業費用 260，466 

営業外費用 935 医業外費用 6，616 
霊佐ヨ主
当期純利益 9，745 書 当期純利益 51，701 

千円
千o円1

資 資本的収入
。資 資本的収入

本 本

自ヲ 的
資本的支出 1，011 資本的支出 21，778 
収
建設改良費 144 ~X 建設改良費 16，506 

支 企業債償還金 867 支 企業債償還金 5，272 

ぷ')



財政状況の公表
大洲市告示第40号

大洲市財政状況の公表等に関する条例及び地方公営企業法

第40条の 2の規定により昭和50年4月1日から昭和50年9月30日

まで(昭和50年度上半期)の本市財政状況及び業務状況を次の

とおり公表します。

昭和 50年 11月 20日

大洲市長 村 上 士
ロ清

人口

世帯数

面積

3 8， 5 2 6人
1 0， 5自品世帯

2 4題。自 3km'
(50.9，30現在)

市有時騒の状 i毘
昭和50年9月30日現在

種 JlIJ 面 積 等 金 額

宅 地 401，8827117 356，339千円

山 林 2，962，120 45，982 

田 均百 13，790 387 

雑 種 地 呂，157 45 

建 物 112，216 1，817，211 

立 木 48，046ηf 176，759 

財政調整基金 3，902千円
誠 債 基 金 2，002 
土地開発基金 124，031 
その他特定目的基金 8，258 
出 資 金 26，840 

計 165，033 

(1) 長 期

公{董襲
債

の状涜
昭和50年9月30日現在

区分[借 入 先|停会| 現 債 高
1 1世帯当たり額 1 I人当たり額

一 大 蔵 省 88 645，520千円 16，756円

般会計
垂F 政 省 34 415，004 39，509 10，772 

そ の 他 83 680，170 64，753 17ョ655

計 205 1， 740，694 165，717 45，183 

特
大 蔵

官ノ.>>、 4 47，216 4，495 1，225 

2計 郵政省 4 32，354 3，080 840 

1 61，600 5，865 1，599 

小計 9 141， 170 13，440 3，664 

s 入 計 1，881，864 179，157 48，847 
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l附色係3，634千円
1.2% 
1世帯当たり346円
1人1たり94円

{木一1，804千円0.6% 
1世俗当たり 172円
1人当たり47円

盟十曙
上

年境
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計予算の執行状況予算現額的見

一酸金計(歳入〉

新装なっ~喜多

市道整

一般会計同質5311;

維持補修伐
12，673千円
0.9% 

生活草署壊施設整備事業


